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　今回の特集はいかがでしたでしょうか．『手術記事の書き方』という類書は数えきれないほど存在し
ます．しかし不思議なもので，同じような本を読んでも決して同じではありません．類書とは各術式の
著者が異なりますので，同じ術式でも切り口がこれほど異なるのかと，逆に面白く感じます．たとえれ
ば，同じ曲を異なる歌手が歌うようなものでしょうか．歌い手によって全く別の曲に聴こえることもあ
るように，この手の本は何度読んでも面白いと思います．
　当然のことですが，オペ記事は術者が見えているものを書きます．見えていないものは書けません．
読者の皆さんがいつも書いているオペ記事とどこが異なるのか，じっくりと比べてください．手術記事
の図は写真とは異なるので，写実的である必要はありません．3D の臓器を 2D の紙の上に落とし込む
には工夫が必要です．デフォルメが上手い人は手術も上手なのだと思います．書き方には，どのような
道具（鉛筆，万年筆，タブレット，アプリ etc）を使用するかだけでなく，いつ書くか，どのシーンを
書くか，そんなことを高度技能専門医の先生方に教えていただきたい，そう思ったのが本特集を組んだ
きっかけです．
　ところで，皆さん手術記事はいつ書いていますか？　働き方改革時代ですのでこの問題は重要です．
肝胆膵外科は手術時間の長い術式が多く，術後管理にも手間がかかるので，当日書くのが難しいことが
ありますね．ただ人間の記憶はだんだん薄れていくので，メモだけでも残しておくと後で助かります．
難しいのは，手術記事を書く時間が『勤務』に分類されることです．綺麗に彩色したり，いろいろな手
術書を見ながら時間をかけて手術記事を書くのは『自己研鑽』に分類されるようにも思います．ある消
化管外科の教授に伺ったところ，胃や結腸の手術記事はほとんど定型化されているので，ほぼコピペで
済むそうです．こんなところにも肝胆膵外科の労働時間が長い一因があるのかもしれません．
　外科医になった皆さんはフィジカルおよびメンタル・エリートなのだと思います．しかし，いつ体調
不良が襲ってくるかもしれません．過労による不整脈やうつ病には厳重な注意が必要だということはい
うまでもありませんが，『自己研鑽』の時間まで過剰に制限するのはどうなのだろうか，と最近思いま
す．小生も若いうちは人の 2 倍も 3 倍も働ける気がしていました．上司になった今，普通の人はそれな
りに，頑張る人は制限を設けず，ただし過剰な自己研鑽にならないように見守るように心掛けていま
す．大人の都合で若者の向学心を奪うのは躊躇われます．手術記事の書き方をうまく合理化することが
できればと思います． （遠藤　格）
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